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いよいよ2026年がスタートしました。そして、本日から、３学期スタートです。３学期はそ

れぞれの学年の締めくくりの学期でもあり、次年度へ向けてのとても重要な最終の学期で

もあります。 

３年生のみなさんは、自分の進路へまさに正念場となります。進学を希望する人で、すで

に入試が行われた学校もあります。コンディションにも十分に気を付け、悔いが残らないよ

うに自分自身のベストな状態で入試に臨めるように準備をすることを心がけてください。

１，２年生のみなさんは、1 年後・２年後の自分の姿をイメージしてほしいのですが、まずは今

の学年やクラスをどのように締めくくるかです。今は、３年生になった時の自分の姿や、卒業

後の自分の進路についてなかなか想像しにくい面があるかもしれません。しかし、その時間もあっという間に過

ぎ、気が付けばその時はいずれやってきます。決して焦ることはありませんが、「何も考えず、何もしない。」では、

後悔する事にもなりかねません。 

長期的な先の目標も大切ですがまずは、毎日のこととして「今日の自分は、昨日の自分より成長しているのか。

何ができるようになったのか。何がわかるようになったのか。」といったことを時々、考えてみるというのはど

うでしょうか。もちろん、そのために何を努力したのかも重要です。是非、参考にしてみてください。２０２６年が

これまで以上にみなさんにとって飛躍の年になることを願っています。 

―逆転は、基本の積み重ねからー 

             始業式での話でも触れたことですが、今年の箱根駅伝では、青山学

院大学の黒田朝日選手の走りが大きな話題となりました。しかし、

何よりも私が心を打たれたのは、黒田選手へとつながるたすきを、

最後まであきらめずにつなぎ続けた選手たち一人一人の姿でし

た。その姿は、多くの人に感動を与えてくれました。 

青山学院大学は、往路１区を１６位で走り終えましたが、チームは焦ることなく、自分たちの走りを貫き、最終

的には見事な逆転につなげました。選手たちは、これまで積み重ねてきた練習や体調管理、仲間との信頼を大

切にして走り切ったと語っています。一日一日の当たり前の努力が、本番での力となって表れたのだと思い

ます。 

 寒さの厳しい時期ではありますが、規則正しい生活、あいさつ、時間を守ることといった基本を大切にする 

ことが、心と体の成長につながります。互いを思いやり、安心して過ごせる学校づくりを進めながら、実りあ 

る三学期にしていきたいですね。 

★★保護者の皆様へ★★ 

日頃より本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

本学期も、子どもたち一人一人が自分の力を発揮し、仲間とともに成長できるよう、 

教職員一同力を尽くしてまいります。 

引き続き、本校の教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 



 

学校アンケートへのご協力ありがとうございました。集約結果をお知らせいたします。 

皆様からいただいた様々なご意見につきましては、今後の教育活動の参考にし、子どもたちの学びを大切にし

た学校づくりに力を入れていきますので、よろしくお願いいたします。 

 


